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集団遺伝分野

庄武辛み･川本 芳 ･平井啓久

研究概要

A)ニホンザルの免田迫伝学的研究

庄武孝義･川本 芳

ニホンザルの典田中にみられる分子(蛋白質､

DNA)変異を調査し､退伝的変奥の保有機構､集

団構造､ならびに地域免田成立の進化的背点の解

明をめざ.している.本年度はミトコンドリア

DNAの地理的変異について継続調査を進め､東

北地方の集団では変異が乏しく､分断された集団

間でもタイプの均一性が著しく高いことを明らか

にした｡この結果をMadlson(アメリカ)の第16回

国際霊長頬学会大会および盛岡市で開かれた東北

ニホンザルフォーラムで発表した｡

B)Macaca属サルの系統関係

川本 芳･庄武孝義

Macaca属サル各種の遺伝子構成､遺伝的変異

性を前項A)と同様の分析方法で比較し､各種の遺

伝的特性､系統関係を検討している｡本年度はフ

ィリピンの4島のカニクイザル集団について得た

結果をまとめて､犬山市で開かれた国際シンポジ

ウムで発表した｡また､インドネシア･スラウェ
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シ島の自然雑種地帯の調査結果についても､吹田

市で開かれた第12回日本霊長類学会で発表した｡

C)ヒヒ類の種分化に関する集団遺伝学的研究

庄武孝義･GudaBelayl)

■96年度は文部省科学研究費により､北エチオピ
ア高原中央部のゲラダヒヒの捕獲調査を行い26頭

分の血液試料を入手した｡また､南高原のゲラダ

ヒヒの血液蛋白変異を調べた結果､北高原のもの

と大きく異なることを見出した｡さらにサウジア

ラビアでマントヒヒの予備調査を行い､少数なが

ら血液を入手､エチオピアのものと比較しつつあ

る｡

D)サバンナモンキーの集団遺伝学的研究

嶋田 誠1)･庄武孝義

エチオピア中央部を流れるアワッシュ川の川辺

林に生息するサバンナモンキー(グリベットモン

キー)CeTCODIthecusaethlopsaethlopsの集団構

造を調べるために､約600kmにわたる範囲の10

集団の比較研究をしている｡■96年度は血中蛋白

質の多型の解析より､集団サイズと分布域の変動

の歴史を考察し､ミトコンドリアDNA変異の検

索を行った｡

E)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義 ･川本 芳

在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ

て､家畜化現象そのものの集団退伝学的解明と各

種家畜の免田間迫伝分化､系統的相互関係の解明

を行いつつある｡

前年度に実施したネパールのソル地方のヤクー

牛雑種生産地符に関する集団遺伝学的調査の結束

をまとめて､論文として公表した｡また､野鶏の

系統進化と家畜化に関する研究のため11-12月

にラオスで調査を行った｡

F)霊長類の染色体進化に関する分子細胞退伝学

的研究

平井啓久

(1)a)ヒトのテロメア配列(TInGGG)nを認識

できるプライマーを用いたPRINS法で､ヒトを含

んだ霊長叛18種の染色体のテロメア部位を検出し

た｡その結果､多くの種において染色体の両末端

だけでなく､構成ヘテロクロマチンが多い鮫域に

も､強いシグナルが観察された｡末端に多量のヘ

テロクロマチンを有する種 (チンパンジー､ゴリ

ーラ､シアマン)は,特に顕著な反応を示した｡こ
の結果は､あるヘテロクロマチンは､テロメア配

列と類似のDNA配列を包含していることを示し
ている｡b)ヒトのrDNAおよびβ-サテライト
､配列の物理的部位を､ヒト上科で2色FISHを用い

て比較した｡既知のごとく､ヒトでは両配列は同

じ染色体(13､14､15､21､22)に存在するが､

他種では非常に異なった態様を呈した｡特に､β

-サテライトは､全く異なる位置に存在するかあ

るいは全く存在しないかであった｡これは､ヒト

上科の進化の途上でrDNAは保存的であったが､

β-サテライトの配列は変異性が高かったことを

示している｡

平井啓久 ･川本 芳

(2)昨年度開発した染色体疏微切断法を用いて ､

ニホンザルY染色体の短腕に特異的なDNAを回 収

することができた｡その際得られた基礎的なデ ー

タを基に,Y染色体に限らずより多くの染色 体 の

特異的なDNAを回収することを計画してい る ｡

これを敷術することによって､ニホンザルのゲ ノ

ム解析への応用も模索している｡

G)霊長叛の集団細胞遺伝学的研究

平井啓久 ･川本 芳 ･来由香子l)

(1i過去3年間に収集したニホンザルの血液増益

細胞の内､20地域75個体の染色体の祝祭を行っ

た｡その結果､以前MineZaWaetal.(1990)が報
告した第9染色体の挟動原体C-バンド変異は､

日本全土に分布している可能性を示唆した｡さら

に､地獄谷野猿公苑の集団に､新しく､邦9決色

体短腕の異形対変異を発見した｡FISH解析によ

って､これは核小体形成部位の縦列重視の多型で

あることが明らかになった｡

平井啓久

(2)霊長類研究所および日本モンキーセンター

の染色体数44(2n)を持つテナガザルの染色体C-
バンドを解析したところ､従来報告のなかった特

徴的なC-バンドパターンが観察され,その上第

8染色体に3種(AMi.Met,AMct)と第14染色体に2種
(Mlt,Mりの変異が観察された｡この変異は､イン

Tiネシアのカリマンタン島とラグナン動物園で採
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血した25個体 (国際学術調査 代表者 :竹中修に

参加)にも存在し､本テナガザルグループに共通

な変典であることが示唆された｡さらに､変異

8AMctと14M叫ま相互lこ連関していることが明らか

になった｡

H)生物種間のキアズマ分化
平井啓久

ニホンザルとマウスの減数分裂像､特に

metaphaseIあるいはdaiaklnesls像のテロメア

何位を検出し､キアズマとテロメアの関係を調べ

た｡その結果,末端キアズマ/t見なされる結合は､

･テロメア部位間だけの結合であることを視覚的に

明らかにした｡これは､従来の末端キアズマの解

釈とは異なる試論が必要であることを示唆した｡

I)コモンマ∵モセットのキメラ特性に関する研

究

来由香子1㌧平井啓久

瓜近実験動物として重要性が高まっているコモ

ンマ-モセットの生物学的特性,特にキメラ現象

を把捉するために､細胞退伝学的手法を用いた解

析を始めた｡性染色体XX-XYをマーカーとして､

双子および三つ子兄弟姉妹の白血球におけるキメ

ラ頻度を検出した｡減数分裂像の解析中に発見さ

れた核小体形成部位の転座多型のメカニズムを､

FISH法を用いて解析した｡全てゐ解析の基礎と

なる標準染色体の作製を､R-バンド法を用いて
行った｡
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系統発生分野

茂原信生 ･相見満 ･高井正成 ･内田苑子l)

研究概要

A)ニホンザルの時代的な形態変化

茂原信生 ･川本芳之)

古代遺跡から発掘されるニホンザルの骨格にも

とづいて､ニホンザルの形態の時代的変化の研究

や現生の同地方のニホンザルとの比較研究をおこ

ない､ニホンザルの成り立ちを追求している｡現

在は､東北地方で発見された更新世ニホンザルを

中心に研究している｡
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